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目でみる本の歴史展
3.3仕）～3.25（日）

文句jの進歩と発展のために主主詳の来たしてき たーーまた果たしつつある役目の重大さについては、

いまさらいうまでもありません。l]J版文化が高度に普及した現代においては、各股の内主！？が在にあふ

れ、その選択に迷うほどですが、むかし一一明治以前には本の種施iも数filも少なく、印刷ljによる版本

といえども、ほとんど手づ．くりでしたから、およそ本とr.の付くものはそれぞれに i’tillて＼そのj立．令

は、 II.Jo・代が，11くなるほどW：大するのがilll例です。そこで、日本の，1：：・絡はどのようにして進展してきた

か、その杭路すなわち「本の朕史」を，11,1：：ーによ ってたどってみようというのが、今同の展示の目的で

す 何分、 Jl2'i；＼・に大きなテーマを、せまい会場で、できるだけ圧縮しておHにかけるわけですから、

完全をmiすることはとうてい不可能でト、ごく大筋にすぎないことはやむをえません。

さて、 .l'Jl｛｛する紋，11の，1::mらしい

』1::1；・！？といえば、正t:-1見文』1：：・は万｜！とし

て、ほとんど i史料や（ムリj~です。 計 f1:

物としては「，1;・j・；記」「 H-1~ ,i::k，己」「）j

然保」などがありますが、それらの

IJ;( ;j~ は＇ 1'· ＜火なわれ、後 111：の＇1j：~に

よってfi.；、えられるにすぎません。こ

れらはすべて出’j<.i英文で，iじされ、

千｜｜文の物，；{fや干II::f）＼の対iが与uLるのは、

かな文’j-：が発lリlされた‘jc安時代から

になります。主要な作品としては「竹 竹取物語（室町時代写）
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取」「伊勢」「源氏」などの物語類、 「古今集」などの歌集のほか、随筆に「枕草チ」、紀行に「土佐日記」

などが出ましたが、学閉め基本はi先学で、「続日本紀」めような史料や「御堂｜共l白記」など公Wlllらの日

記類はi英文で記され、漢詩もまた盛んで、菅原道具はその代表的作家です。平安も末期に入ると印刷lj

術も輿りますが、仏典や仏画に｜浪られ、その他はやはり写本のかたちで伝えられ、その数も少なく、

とくにミ存者の自筆本が残存する例はきわめてまれといえます。なお、 このH寺代には、文学万l師におい

て宮，廷女性らが大いに活躍し、多くの；？＇，作をのこしたことはこ。＊知の Jl11りであります。

次はi't族に代わり、新興の武家階級が:ft建制を布くに及んで、質実剛健な武家文化が-!!'Itり、文学て

は 「保元 ・平治」や「源平脱衣記」などの軍記物語、仏教でも禅宗や浄土点宗・日辿3誌などが新たに

弘通して「沙石集」なと’の仏教説話集が現われ、

これらと並んで－n族や僧侶らによる占典の研究

がさかんとなり、また禅の杉科下にj_j_山文学（決

詩文）が興隆し、述；；欽・茶i必 ・能楽などの新し

い芸能や 「お伽草子」などの絵入本が生まれる

など、室町時代の特色を示します。これより先、

鎌倉中JYJに北条笑時が金沢文庫 （現徽浜市）を

創設して和漢の良守？を集め、その蔵:j！｝が現花も

諸r~rに残存して i't重な資料とな っ ていることは

見泌せません。なお、 このH寺JYJには木版印刷も

すこしずつ進み、仏典以外にも詩文集や儒学｜刻 沙 石 集（江戸初期の古活字版）

係の本、』字書などが次第に刊行され去す。

最後に江戸時代に入ると、活字版などの新しい印刷術がかなり普及し、写本とならんで占絡の数も

極'l!Jiもいちじるしく地加し、平和の永続と札lまって、学術・文化は空前の進展をとげます。また、 if

学の伝来にともな って！日I舎の訳述や復刻l本なども出てきますから、以上のすべてにわたる展示には、

広い会場を必要としますので、今回は60雌ほどに限定をよぎなくされました。なお本の形態や装丁に

も時代による変化がみられ、古くは巻子本（巻き物）、次に折本、大和総、古n蝶装（タlj業・料i業.*Jl楽）、

袋綴、あるいは析｝杉本 ・枕本などいろいろな機式がありますので、あわせてこ注目ください。
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( 1iii巧）

1 .出品の何時はできるだけ市写本・，，，.版本を!Tlし、まし

た。（ ただし、とくに nmなものは、政裂または；；！；~j:

，.，，をf-Ufl)

2 . 、 ＇ f-符は I点 Jltj として 1111 1 ~＝ （ 初 i'f-l に阪リましたが、「新修

ノドぶ」（泌総）など、 一、二の例外もあります。

3.展示のl順序は、一応分野lの上、 I：！.ぽ年代）tlfiとしまし

た。

4 11rn干の'Ej：・干lj年代は、概観に J［（きをおいて；［；号は省

時し、ず長良 ・平安・主帳台 ・窓l町 .i_[；戸 （初・＂＇ ・末

Jtll）のような記級方法をとリました。

5 4主訂や形態は、特殊なもののみを挙げ、紋も一般的

な手fl裟ノド（袋綴）は注記を時しました。



「目でみる本の歴史展」出品目録：

I.古代 （奈良～平安時代の写本と主要著書）

1 .新修本草 唐 ・李f均等撰

奈良II寺代写（；；診写本） 巻子本 1制I

2.古事記太安万侶縦

南北朝時代写（大mn：福寺本・国宝）

複製本 粘手伝装 3巻 3!Wi 

3. 日本書紀 舎人親王等編江戸初JYI刊 30巻1511甘

4. 出茎国風土記 江戸初JUI写 胡蝶装 1ii仕

5.万葉集 平安時代写（元麻本・国宝）

絞製本 占月蝶装 15巻15flfr

6.三十六人家集 いせ ・つらゆき下

平安H寺代写（l!!i本願寺本 ・国宝）抜製本

占月蝶装 2 fl& 

7.続日本紀 江戸初期l写（角倉本） 40巻13冊

8.令義解 消！京夏!!if等制江戸初JUI刊 10巻llilfr

9 . f委名 ~iU夜紗 i1J;U1的縦 江戸初JYJ=f川

20巻10冊

10. 'i"i＇家文平 行原道具ー江戸初期写(f[j台本）

12巻 5II& 

11.古今和歌集 紀n之等制宅町H寺代写

占)J蝶袋 1 II仕

12.和j英郎l詠集 藤原公fl側 主主町時代’ザ

占)J蝶装 2巻 2ii甘

13. 竹取物語

14.伊勢物語

主II汀IIキ代：5 1 ii甘

室II汀時代写占!Ji'!!~装 lilfr 

15. ilfi［氏物語竹河 鎌合II年代：Lf.

占)J蛾t・4主（杉門リノド）1 llfr 

16.枕草子 治少納言江戸初JUI干IJ(後向1) 4 11甘

17.大鋭（世継物語） をllffll寺代：σ 3 ii& 

18.今昔物語 江戸初JUI写 31巻（イT欠）28ilfr

II. 中世

（鎌f:～室町時代の写本および！坂本と主要;j•tg'::)

19.唐鋭 必l点茂範鎌倉H寺代'l:j＇. 倒的E装 1nu・ 
20.大般若波雑誌：多経巻247

鎌:Ii時代干IJ(ぷ日版） 巻チ本 1 •M1 
21.方丈記 IP,店長 I~~ 江戸初JUI写 占)J蝶袋 1 HU-

22.東鋭（吾妻鑑） 江戸初期刊

52巻（布欠）5011& 

23.源平！様変記 江戸初1JJUI刊 48巻目 1巻2511&

24. 沙Ti~ 釈無住 江戸初期干IJ(点活字版）

10巻 （有欠）8llU-

25.新古今和歌集 月五原定家主寺：制

室町l時代~： 20巻 21冊

26.元亨釈許 釈伺i線制江戸初JUI干IJ(占活字版）

30巻IOllU-

27.徒然草

28.増 鋭

ト書IIj帥f 江戸初JUJ:t-i:

E乞町時代’与

2 lilt 

3 ii甘

29. 太平記 u；戸巾JUI刊 40巻2111甘

30.本朝尊卑分l脈 illll院公定制 江戸初1JJUI写

11rイ正 3中，1,

31. iili.；：伏延徳抄 4抗菌代総，，在 室町JU与代：写（ l~i "i\-1~ ） 

大和1綴 HU-

32.庭訓往来抄 室町TU寺代写 1 ifi甘

33.義経記 江戸初JUJ-FIJ 8巻 8If仕

34.謡曲（名所三百首紙背） 室町末期J'.l.J'. 1 fl甘

35. 利休百会茶会記 江戸初期写 1 IIサ

III.近世（江戸時代の写本および版本と主要＊－＇：昔）

36.信長記 小i車i(iTlJI奄 江戸初JUI刊

151,1: （イf欠）5 IIサ

37. 巾！場箪鑑 江戸初期刊 20巻2011日

38.雑山林先生全集 林道者

文集76:1J:;詩!t77巻附5巻5011仕

39.大日本史 徳川光聞等制江戸：1 •m1万 70 11&

40.政談 荻生1lL徳江戸末JUI万 4巻4lilt 

41. 源氏物語湖月抄北村学吟江戸 ij•JYJ FIJ 

541.i:llf-t 6 1,1:6011仕

42. おくの制i立 松尾芭蕉

i_I戸rjiJUJ万：（政製本） 1 1111・ 

43. 受好色一代男 jf：原西鶴

i.L戸 rf •JYJllJ （ 絞製本 ） s nu・ 
44. I.品業全計 ・1:・;10:.f安！＇＼ t工Ji 1I1 JUI j'.lj 10巻 1II仕

45.養生訓 ! l JJ;i:益 粁 江 戸1!1JUJFIJ 8－｛さ 4llU-

46.折たく柴の記新）.！：I'！イIiL戸 1j•]UJ'lj'. 3巻 3nu・ 
47. ！~ )Ji, J刊ff,;;:;;t 江戸末Wl''f1291.i:（イT欠）6711甘

48. ffJ平f本新古 杉rn玄「l当事沢江Ji rj ＇） ~J刊

4巻｜羽 l巻 5II日

49.三間通覧図説林 f‘Ji. 江i''i'lYIHJ

1 II制御同 5枚

50. 11 'J¥.記伝 ;j~ J,1;- ·,·i：長江戸末期 flj

441,1:日3どさl!f-t1 4き4811&
51.世紀集解 河村秀恨江戸末期 FIJ 30巻2011け

j!fJ・l坂本 1 1fli 

52.日本外史 似山｜湯 江戸末期 FIJ 221.1:2211甘

53. 京海道名所図会秋~篠山江戸末期 f1J 61.i:6!1U・ 

54 . 日本山 if.正名産図会部it.J.~ iJfi求mii:1J s-tさ5lllt 
55.南総里見八犬伝滝沢民琴江戸末期Fl] 106 II甘

56. ;f手色悔児賛美 為ノiJ<..｛手水江戸末WIHJ 12巻4lilt 

57.東海道中膝菜も 1-i括合一九 i.L戸末WJ刊

8制18llU・

58. ），長岡本草r.正式 fJf Ji主主介fJ{ i [Ji末mi「lj

2巻附 2J.£ 311甘

59.手ill括l字架（上訓（，Jハルマ）十｜川 11J舟Fヰ制

J工r末期1'IJ 1311甘

60. ilGi学・F'h'J- t.¥ili”；(i, .'i 江戸末mト1リldi初JYJHJ 10 lilt 
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日本文学史略年表

主要 J咋 ，1~ 参 ）＇； ’I~ f!l , 1~ 誌関係，，~ Jj'( 

大

和l

7世紀初J 三経義政

111＂）~ ；1己
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11¥笠間風土記

快風t海
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奈
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7 1 2 
720 

733 
7 5 1 

797 紋日本紀

奈良ー平安1iiiJUI i英詩文のp\':•11,'{

6 1 o ~vi鮮から製紙法伝来

764 行7Jtm；・と軒1.1己の刊fi
（現イ凶在,12.できる枇占

め印刷物）

平安後JUI～室町末JUI
イ手口版の刊行 {(L,J)4.1J1心）

鎌i了ー江戸初JUI
rm版の刊行（IL.Jltu I 1心）

鎌ft•I ’ JUI －宅町末JUI
Ji山版の刊行

（仏典 ・文.iii.史伝＇！；；）

1 5 9 0 洋式的版持：if三米

1591～ 161 2 きりしたん

版の刊行

16世紀末文徐・慶長の役によ

'JM鮮からti号’｛：版1式
米これ以降17世紀

初Jめにかけて内的’F
版の刊行雌ん （店長

軌版・ fk}.I.版・駁拘I

版・in
17世紀初J 嵯略本の刊行

17世紀中尉より、，1rr.1•.の lllfJv'l'

雌んになり、印刷ljb終版主体と

なる。
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’i'i＇家文り｛
,1 ；今干m且~

土佐日，J己
竹取物活

伊勢物諸

大布l物；m
f去ire手O:!kJIs 
虫~l鈴日 J
枕，戸 f
拾i世相t仏~
l原氏物.m
制lJ箆印i降水~
和泉式古I＞日，Ji'.
~級日記
栄イE物，；ff
今 I ＼＇物Jlf~
大ill
~！？~和歌集
下~＆利歌集
山家＊

新，1；今布1：弘us
Ji:U己
イi¥:t忠和歌民

m1t ‘l勺f；物”If
！£！符抄

ilf,！’ド雌｝i,l己
’！＂）主物，； {f

1－六1主口，Jc
沙石m
M~t.~1;.: 

相I• 日正統，Jc

~玖波m
がJifit妙
}( ・t～！己
ll'H克
風安｛EfL;
ff"L~ 
官~I賢自E玖披m
相ii賢k≪i.f久j度JIS

大l:l;f>:!l.：の編集llHMi
H色一代別

日本木fl'.泌
総長

奥の割Iii丘
•:1’十N 由.：i心 •J•
仮名 T';f>: .＇，心 l~！ J説
”jυ孔柳多WI
－＇.°（；： 々先’l ： ~iE'J!'
,1 ； ’J ~. ！l'.fi; 
米海道，，，除却：℃

i下IIそJ瓜？，
依然Ill合ii＇，（氏
存色f1~YG'r干 'A

仮名文字のPre立

制l歌・物l市 ・日記文学の附'fu"t

田楽流行

1民史物i禁おこる

内11.\•J•心lニ歌合成ん

lJ(,J己物話おこる

自11にlii楽流行

必J丹文学の陀盛

述：且のPh:t

品1111.狂刀ーの流行

，，，ィヒ・茶の湯の流行

1630 キリスト教関係の，I｝物の

綿入！わ1-.

i判！ti;[f盛ん

1720 キリスト教関係以外のi下
,I｝の愉入認められる

1内j品 ;j>: ・ l•'t..＆晶~~佳ん

川柳盛ん

人的本盛ん

r.tfi'i本盛ん

人ti'!~ド盛ん

ド
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コラム

紀州家の 「南葵文庫」と水戸家の 「彰考館文庫」

蓬左文庫の蔵書印

その13.「南葵文庫」と蔵書印

織茂三郎

は、 「駿河御議本」を母体とする意味で本文庫とは姉

妹関係にある。彰考館の方は水戸市に現存し、財団

法人水府明徳会の管理下にあるので今はふれない。

南葵文庫の名称は、紀州、｜が南海道に属するのと家紋

の葵を結びつけて成ったと思われ、わかりやすい佳

名といえる。この文庫のj哉書は、紀HI家の開城和歌

山や江戸 ・赤坂 （現港区）の務邸内に分置されていたが、明治維新前後、かなり散逸ないし移動

し、 一部は神宮文庫や和歌山県師範学校などに入った。のちに東京・麻布・飯倉 （現港区）の紀

州徳川家に集められ、同邸内の文庫に収蔵・公開された。同文庫は明治31年起工、 .li;'.1築をかさね

て41年に竣工したルネサンス風の建てもので、古：！市などを合せて延べ約 1,400 m＇、閲覧室、特別

｜出店主主、展示室、調査室 経理室、応接室、製本室、食堂などを備え、職員も主幹のほか 掌書

（司書）・事務職・猪木ftiliなどをふくめ13名とあって、当H寺における紀州｜家の財力をしのは‘せる。同

文庫は竣工後まもなく開館、蔵書数は約70,000点で、目録もはほ同H寺に刊行された。また、文庫

jttlJと利用者や学識経験者との交流をはかるため、定期的な懇談会や講演会等が聞かれ、サロン的

な雰囲気を保つことにも配！昔、するなど、この純の文庫としては故も早〈必イill!が進むと同時に、院

範的な運営の笑を示したとみられる。ちなみに、紀州｜家の当主は徳川相倫氏で、おなじく紀州系

の回安家から十二世を嗣し、だ人である。なお、紀州家の初世頼宣（南屯公）は、尾張家の義直の

弟で、元和 5年 (1619）和歌山に赴任するまでは駿府に在住したため、駿河御議本や同じく往II分

物倒l道具のほか、家康が駿河版刊行に使用した日本放初の金属活字（重要文化財 ・凸版印刷現蔵）

およそ107i111;1などが紀州家に持ち去られた。この

南葵文庫は、その後、！亮館となったが、現在は東

京大学総合図書館内にその名称とおもかげをとど

めており、ほかに南葵音楽文庫もある。

さて、南葵文庫のj哉書印は、本文庫では明治45

年に寄贈された駿河版「l洋書治要」にみられる。

印材は古波更紗（こわたりさらさ ）石すなわち中

国産大理石の一種で、たて ・よこ共に60mmの方形、

四隅に葵、周辺に「紀伊徳！｜｜」の四字が配されて

いる。ほかにも 2～ 3種の南葵文庫印、古くは藩

校の学習館あるいは明教館 ・古学館など江戸や松

坂（現松阪市）にあった学問所の印もあったといわ

れる。 （蓬左文庫調査研究員）
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出版物 覧

名古屋市経左文l!f!i史籍分m自鈷（s .50年干lj) 3, 500円 名古屋着陸書三編第12巻（s .56年刊） 3,000円

名古屋市経左文l!f！国当分飢目録（s .51年刊） 4,000円 同 第 8巻（s . 57年刊） 3,000円

名古屋市遜左文庫古文書古絵図目録（ 同 ) 2,500円 同 第16巻

尾崎久弥コレクション目録第一～三集 一横井也有全集上一 （ 同 3,000円

( s. 52～55年干lj) 各 1,500円 同 第19巻

名古屋叢書（正制）索引・ 総目録（s . 53年刊） 2,000円 一物品鍛名他三編ー （ 同 3,000円

同 第17巻名古屋被告＇t~u材索引 （ s .47年干IJ)

名古屋滞在：：統制総目録（s .44年干lj)

700円

400円

各 300円

一横弁也有会集 中一 （s .58年刊） 3,000円

普本解題図録第一～三集（s. 55年再版）

日本の古典〈法左文庫凶H>(S.52年干IJ)

注左文I~！ ・ i原氏物語図録（ s . 53年干I])

蓬左文庫所蔵吉地図復製（s 55～57年刊）

No. 1～No.11 

同 第4巻

200円 一士林j斥i回i続編ー （s. 59年刊）

300円 堀田文庫蔵書目録（s. 58年刊）

蓬左文庫図録（ 同

各 1,800円 蓬左文庫絵葉書＜ 8枚組〉（ 同

3,000円

500円

1,500円

300円

女以上の出版物は、本文庫事務室において頒布しています。郵送希望の方は郵送料が必要ですので、お問い令

わせ下さい。（ただし、古地図彼製は郵送不可）

[> [> b 利用ご案内 <l<l寸

I>開館時間 午前 9II寺30分～午後 5II寺

I>休 館 日 毎月ll?il日 ・第 3金11/il日（館内桜草li日）

I e＂にlfiなる場合1；日曜｜閉館、月火休館l祝日 ｜ 11 
1月曜 II 月・火休館 I 

年末年始 (12月2811～ 1 JJ 4 II) 

じ〉閲 覧 館内に限I）、館外貸し出しはいたしません

（閲覧料）普j邑lヌ111::~！在来｜

屯要同：1::11料 （1 ifl)3501リ）

I>展 刀Z 随時バ訂作の－；＂'illをll{!J

（特別展 を除 き入場J!l.F;1''1・)

I>複写サービス 普通国内のうち、保存J-. :;i；~·＼：iのない

ものについて政りサー ビスをfハ 、ま

す。その他 、マイクロ フィルムの利

用、写立1Jt.Ur~の I jl ~ ，·；を受け付け ます

ので、こ、米Iii(の」二、ニ＂，flI. •炎 ド さ し、 。

名古屋市蓬左文庫

干4611，占屋市東区徳川町・1001番地

宮（052)935-2173

(Iドス新山米町北 100
山 口 UIT束 500m

_±H 
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会無料 食不定J~J刊行 会印A1:1J ： 大同印刷株式会社 （東区泉 2 - 3 - 18 )
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